
広島県では，平成21年３月に「広島県防災対策基本条例」
を制定し社会全体で，防災対策に取り組んでいます。



「広島県防災対策基本条例」の概要
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明瞭な変化傾向あり（10年あたり21.5回増加、1976年から2013年のデータを使用） 気象庁
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［アメダス］１時間降水量50ミリ以上の年間観測回数

出典：気象庁ホームページ

大規模な地震は，いつでもどこでも起きる可能性があり，広島県もその例外ではありません。今後，発生が
懸念される南海トラフを震源とする地震泫や活断層を震源とする地震が発生した場合には，県内でも多くの
死者や負傷者がでると予想されています。

局地的な大雨が同じ場所で続くと，土砂災害や家屋浸水等による重大な災害に至る可能性があります。特に，
全国で最も多くの土砂災害危険個所を抱える広島県は，大きな被害が予想される土砂崩れへの注意が必要です。

出展：広島県地震被害想定調査報告書　平成 25年 10月

泫文部科学省の地震調査研究推進本部は，南海トラフを震源とするマグニチュード８～９クラスの地震が今後30年以内に発
生する確率は，70％程度と評価しています。

～ 大雨が長期的に増す傾向に
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